
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         2011 年 10 月 5 日 

 各 位  

 

 「本気でやるの？EPUB3 セミナー： 実践から考える」のご案内  

 

(社)デジタルメディア協会 

 理事長  襟川 恵子 

 

拝啓 時下ますますご清祥のことと存じます。 

 

さて、最近の報道に見られるように、電子出版の標準フォーマットとして EPUB3 が大きな注目

を集めています。 

社団法人デジタルメディア協会(略称 AMD)は、1994 年の発足以来、電子出版を主要な活動分野

の１つとしており、この分野での活動を積極的に進めてきた会員も多数あります。最近の状況は、

私共にとっては望ましいものと考えておりますが、一方、EPUB についてはいくつかの課題もある

と考えております。 

 

このため、AMD 会員のこれまでの活動成果を活かし、EPUB を中心とする電子出版を広く理解す

ることを目指して、別紙のような活動を行うことと致しました。その第１歩として EPUB3 につい

てのセミナーを、別紙のように 10 月 14 日（金）に開催致します。 

 

皆様方には、ぜひこの機会を利用して電子出版ビジネスの伸長を図られますよう、お願い方々

ご案内申し上げます。 

 

今後も AMD に対するご支援をよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

 

 

 

【本件に対するお問い合わせ先】 

■社団法人 デジタルメディア協会 事務局 （担当：村上） 

〒141-0022 東京都品川区東五反田 1-9-4 五反田宏陽ビル 2F 

  Tel:03-5798-7101  Fax:03-6277-3116  e-mail: amd2@amd.or.jp 

 



【別紙】 

【１】EPUB の課題 

 

 AMD では、現状の EPUB について、以下のような課題があると考えております。 

  ・記述の自由度が高すぎて、同じことを表現するのに、何通りもの記述ができてしまう。 

  ・そのことが今後導入される EPUB ビューアで再現性の不統一を生じていく可能性。 

  ・問題が生じた場合、誰に聞けばよいか、また、何をどうすればよいか、分からない。 

 

たとえば、Apple 社の文書作成アプリである Pages で作成した文書を EPUB フォーマットで出力

したものは、Apple 社の電子書籍リーダーである iBook 用には最適化されていますが、他の EPUB

ビューアではうまく見えるとはかぎりません。 

AMD では、少なくとも日本語表示・漫画表示については、EPUB データとして作成されたファイ

ルが一定以上の汎用性（基準となるビューアでは最適化されて閲覧できる）を持つことを保証し

たいと考えております。 

また、今後、EPUB ビューアを作る人も多数出てくると思われますが、少なくとも日本語表示・

漫画表示を視野においたビューア作成に際しては、EPUB データの作成方法に関して一定の基準が

示されていることが、非常に有効であると考えております。 

 

このような事情を背景に、AMD では、日本語表示・漫画表示について、この分野で長い経験を持

つ実務者の意見をまとめて、EPUB による記述についての基準（ガイドライン）を示すべきである

と考えています。このため、第１歩として、以下のようなセミナーを開催致します。 

 

 

【２】＊＊＊「本気でやるの？EPUB3 セミナー： 実践から考える」のご案内 ＊＊＊ 

 

 １．日時 10 月 14 日（金） 13:00-16:00  (受付開始＝12:30） 

 ２．場所 アイズカフェ青山 B1A スタジオ 

      〒150-0001 東京都渋谷区神宮前 5-51-1  TEL:03-5485-1010 

            <http://www.aoyama-eyes.com/access.asp> 

 ３．参加費および募集人数  無料 先着 100 名 

 ４．申込み方法 

    e-mail アドレス <amd2@amd.or.jp> に、企業（団体）名、所属部署（役職）、氏名、 

    電話番号を記入してお申込み下さい。形式は自由です。 

 ５．プログラム 

    (1) 13:00-13:10 

      開会挨拶  AMD 理事 出版委員会委員長代行 萩野正昭（㈱ボイジャー） 

    (2) 13:10-13:15 

      来賓挨拶  総務省情報流通行政局情報流通振興課 統括補佐 松田昇剛 

    (3) 13:15-14:00（質疑応答含む） 

      EPUB3 における、日本語電子書籍記述のためのベーシック基準 

             小山忠義（㈱インフォシティ DI 事業部）、石井 博（同社 MT 事業部） 

       ・ベーシック基準解説 

    (4)14:15-15:30（質疑応答含む） 

      ベーシック基準に準拠した具体的記述法   小池利明 （㈱ボイジャー 開発部） 

       ・日本語文書（主として文芸系）：縦書きに関わる EPUB データの作り方 

           ・ルビ、圏点、縦中横、禁則、インデント表示、など 

           ・外字、フォントに関して 

       ・漫画に関わる EPUB データの作り方 

           ・単ページ表示、両面表示、その他付加的機能など 

       ・ベーシック基準準拠ドキュメントとビューアの紹介 

    (5) 15:30-16:00 

      まとめ  AMD 理事 岩浪剛太 （㈱インフォシティ） 

       ・全体の動きについての共通認識：IDPF の動き、米国での顕著な事例、など 

       ・総括質疑 

以上 


